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　まちのうごき

人口5，799人1－64

　男　　2，766人・一37．

　女3，033人i－27

世帯数1，708戸一161
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　4月9E，／0Eに町内7つの小中学校で入学式が行なわれ

ました。

　二二小学校では今年は甲斐三栄ちゃん、菊谷麻衣ちゃんの

2人だけの入学式で，初めは少し緊張気味でしたが、先生と

在校生との歌ではいつしょに楽しく歌っていました。

　　　　　　　　　砂みちの砂のほこりの今朝一立たず
　　　　　　　　　　　ゆく手にほそき苗代田見ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧水

発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／総務課　僧69－2111



卜成4主F5月弓’　2つ、
つ町 報　　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う箋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　　　　　　　　　　　　　　　謬　　　　　　　　　　　祷1…畿氷
ilili二

i
l

◎：

　3月22日、総合文化センターで牧水のふるさとまつりが開催されました。今回は2部構成

で行われ第1部は、福屋青年団による地芝居「男松竹梅」、第2部は東郷町出身の歌手3名に

よる歌謡ショーと充実した内容でした．

　当日は、約600人の観客が客席をうめました．
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す
る
委
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吉
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療
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▲前列左から井上、三原、吉田、後列左から
　橋口、野口、阿久根の各委員

つ
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つ町報と融平成4年5月号

役場の課の配置が一部変わりました
　平成4年度より役場本庁舎内の課の配置が変わりました．同時に総務課あとを、町民室と待合室に改築し

ました．

　どうぞ気軽にご利用ください。移転した課は次のとおりです。

■総務課　庁舎1階から同2階の元講堂へ　■企画財政課　庁舎2階から同2階の元講堂へ

■住民課・福祉生活課　庁舎1階でそれぞれが入れ替わります、

・町中央公民館内の元教育委員会事務所等は会議室に変わ・ます・　　（扁F
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役場本庁舎内の事務所位置図
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長
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台
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光
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農
業
労
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賃
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委
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い
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賃
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を
定
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平成3年度 平成4年度 備　　　　　考

…耕土3 1　5，000 5，000

… 整　理　　田　荒代． 4，000 4．oool

初　　　　田
植代 6，000 6．0001

水 耕起i 5，000　　　！ 5，000

i 未整理田　荒代 4，000 1　4．000

i

一
肺直代． 6，000 ．　6．000

「 …耕起
6，500 6，500．

稲：　1

整　理　　田　荒代 5，200 5，200

1
飼料作物路地

三代 6，000 6，000

1

耕起 6，500 ．　6．500

i 未　整理　田　…荒代 5200 5200

作i 三代 6，000 6．000：

ヨ

田　　　　植
整　　　理　　　田 6，000 6．000…1． 補植は含まない

1
未　　整　　理　　田 6，000 6，000 2．苗運搬は含まない

整　　　理　　　田 111，000 …11．000

ひも代は含まない
業 コンバイン

未　　整　　理　　田 111．000… 11．oooi

1

バインダー
整　　　理　　　田 6，000 6，000

〃1
1

未　　整　　理　　田 6，000 6，000

脱　　　　穀 ハーベスタ1袋当り …　　300　　　　　1 i　　300 i袋代は含まない

雑
　　　　　　　…耕　　　　転

パワーディスク
…3．500 …3，500i 但し、15cm～20cm

ﾝ出料金500円
作1

深　　　　耕 プ　　　　ラ　　　ウ 5，000 ：　5．000

労1
農　機　具　使 用　者　日　当 6，000 6，000．

（
二
食
付
）
日
当
1

務i 田　　植　　作 業　1男・女共〉 5，000 i5．000： 〃

費1
一　　般　　農

　
　
E
男
業

…5．000 …5．000… 〃

作　　　　I　　　　　I女
；　4．000

　
4
，
0
0
0
．

〃

〔注意事項｝立地条件によっては割増料金を設定することがある．

　　　　　割増料金は、受委託者間で設定する。
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・
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　　　　　　　　▼公頁徳祭

　4月1日、須徳祭が行われました．当日は、小雨の降

る中、役場前の碩徳の碑にその名を刻まれている新名馬

治、高森順蔵、奈須熊吉、黒木松美、塩月儀市、小野弘

各氏の遺族と木村町長をはじめ、関係者約60名が参列し、

故人の遺徳を偲びました．

ζ∵　虚騨『、論笠詑。．∵鷺』調

　　　　　▲戦没者合同追悼式

　4月3日、戦没者合同追悼式が成願寺で行われました。

この追悼式は、西南戦争から太平洋戦争までの戦没者418

柱の冥福を祈るため、社会福祉協議会が毎年行っている

ものです．

　当日ば、遺族など310名が参列し、しめやかに行われま

した，

　▼交通安全してますか1
　　　　　　　　　　R327「交通安全ラリー」

　春の全国交通安全運動の一環行事として、国道327号線

を走る車に対して、なぜ安全速度を守って走行しなけれ

ばならないかを体験してもらう「交通安全ラリー」が4

月13日に実施されました。

　　　　　　　　繋，魍■■

O

▲鶴野内団地10戸完成

平成3年度事業で鶴野内地区に10戸の町営住宅が完成

し、4月15日より入居が開始されました。

歌
集「

朝
霧
」
発
刊

　
先
に
高
森
文
夫
さ
ん
が
詩
集
「
舷

灯
」
を
発
刊
さ
れ
、
宮
日
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
は
、
本
町
の
誇
り
で
あ

り
ま
す
。

　
今
般
本
多
茂
雄
さ
ん
が
、
歌
集
「
．
朝

霧
」
を
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
本
多
さ

ん
は
本
町
尾
鈴
短
歌
会
の
指
導
者
で

あ
り
、
延
岡
「
鷹
」
短
歌
会
員
で
も

あ
り
ま
す
。
終
戦
直
後
よ
り
甲
斐
千

代
麿
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
い
た
頃

よ
り
一
筋
に
矩
歌
の
道
を
精
進
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
、
本
多
さ
ん

は
「
牧
水
の
里
に
短
歌
の
灯
を
絶
や

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
会
員
を
励
ま

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
．
．

「
朝
霧
」
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
本
多

さ
ん
の
人
生
行
路
の
す
べ
て
を
切
々
と

表
現
し
て
い
る
、
数
々
の
短
歌
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
へ
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会

　　　　’　　　一　　　　　　　　n　　■訪．一』
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弩
‘
一
‘
…
ー
ヒ
F
－
F
ー
ー
ー
F
‘
ー
ー
5
ξ
∈
ξ
∈
｛
濤

…

一
点
描
㎜
齢

…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緬

…樋

c
鶴
…

門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
平
成
元
年
八
月
十
七
日
か
ら
十
二

月
二
十
八
日
に
か
け
て
、
樋
田
遺
跡

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
樋
田

地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
が
は
じ
ま
る

た
め
、
そ
の
前
に
同
地
区
の
遺
跡
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

調
査
は
県
教
育
委
員
会
文
化
課
の
谷

口
先
生
が
、
地
区
の
入
夫
の
方
々
と

一
緒
に
さ
れ
ま
し
た
。
町
文
化
協
会

史
談
会
一
同
十
名
は
、
こ
の
発
掘
現

場
を
見
学
し
て
大
変
有
益
な
勉
強
を

し
ま
し
た
。
こ
こ
の
調
査
で
発
掘
さ

れ
た
中
に
は
、
石
器
だ
の
土
器
だ
の

昔
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
も
の
が
多

く
発
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
ド
　
コ
リ
ひ
ド
の
　
ユ

私
達
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
堅
穴

掘
立
家
屋
跡
で
あ
り
ま
し
た
。
縄
文

　
　
　
　
　
　
　
時
代
（
三
千
年

置
で
そ
の
上
を
葺
き
、
更
に
そ
の
上

部
に
千
木
を
お
い
て
茅
を
重
ね
葺
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
下
の
床
は
平

面
に
し
て
真
中
に
炉
を
造
っ
て
、
煮

炊
き
を
し
た
り
暖
を
取
っ
た
り
す
る

の
で
す
．
床
に
は
種
々
の
葺
草
等
を

敷
い
た
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
外

に
出
る
時
は
階
段
を
造
っ
て
い
る
の

で
便
利
で
あ
る
が
、
問
題
は
家
の
周
囲

の
排
水
で
あ
り
ま
す
．
、
そ
こ
で
家
の

周
囲
は
溝
を
造
っ
て
水
は
け
を
よ
く

す
る
と
か
、
或
い
は
土
で
壁
を
造
っ

て
家
の
ま
わ
り
を
固
め
る
と
か
の
方

法
を
と
っ
た
よ
う
で
す
。
昔
の
人
は

こ
ん
な
堅
実
掘
立
住
居
を
造
る
以
前

は
、
山
の
ふ
も
と
あ
た
り
に
ほ
ら
穴

を
奥
深
く
造
っ
て
住
居
に
し
た
の
で

す
．
、
日
之
影
町
見
立
に
は
約
一
万
年

　
　
　
　
　
　
ド
　
て
　
　
タ
　
コ
い

前
位
に
造
っ
た
、
出
羽
ほ
ら
穴
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
、
県
内
に
は
こ
う

し
た
ほ
ら
穴
は
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
東
郷
町
内
に
は
四
十
ヶ
所
ほ

ど
の
遺
跡
地
が
あ
り
、
各
地
で
石
器

土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
は
各
自
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
昔
の
人
が
使
用
し
た
生
活
用

具
で
す
。

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

40

3

10縄
文
「
号
区

2

14

rし冠
　　9｛3

・々8細遺跡住居跡
・◇　　　　　　　縄文時代2戸
　　　　　　　弥生時代中期末4戸
　　　　　　　　同　　後期6戸
　　　　　　　時期不明5戸
　　　　　　　弥生後期後半1戸

B
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
1
6

　
　
縄
文
二
号

1
1

N

18
η
む

か
ら
一
万
年
前
）

堅
穴
掘
立
住
居

が
二
軒
、
弥
生

時
代
（
二
千
年

か
ら
三
千
年
前
）

堅
穴
掘
立
住
居

が
十
八
軒
、
合

計
二
＋
軒
の
住

居
跡
が
図
の
と

お
り
点
在
し
て

い
ま
し
た
。
堅

穴
掘
立
住
居
と

い
う
の
は
、
地

面
よ
り
約
五
＋

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
位
地
下
を
掘

り
上
げ
て
、
丸

太
を
柱
と
し
て

立
て
上
部
を
適

当
に
組
み
合
せ

・卜・卜・卜中門平飼霞の劔等等齪・炉ウ・ひ・ひ

　5月5日～11日は児童福祉週間です。

児童福祉週間にちなんで県では、5月5日のこどもの日に下記の各県

立施設を無料で開放します。

対　象　施　設　　開放時間：無料対象者　　　利用上の注意
　　　　　　　　　：　　　　　1宮崎県総合博物館旨9：00～16：30…中学生以下の

西都原資料館…・…一16・3・…1巳童・生徒　　　　　　　　　　　　　　　…

こ
ど
も
の
日
の
無
料
開
放
施
設
一
覧

　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　i　　　　　…中学生以下の　①テニスコート宮崎県総合運動公園…9：00～16二〇〇　児童・生徒及

@　　　　　　　　1　　びその保護者②温水プール

宮崎県立㈱j・一一…寛董饗
　　　　　　　　　…　　陣牲以下の：〔鯨3。、2バド，　　　　　　　　　1宮崎県体育館…9：30～15：30i塞悪あ畿幽醗覧　　　　　　　　　！

※　宮崎県総合運動公園、宮崎県体育館については、
　昼休み（12：00～13：00）があります。

※　宮崎県総合運動公園の駐車場は、施設利用者は無料です。

※　宮崎県体育館の開放用具には、数の変動があることがあります。

西都原資料館　　　　〔0983｝43－1354

宮崎県立亜熱帯植物園〔0985｝65－1042

【連絡先】

　宮崎県立総合博物館｛0985124－2071

　宮崎県総合運動公園〔0985｝58－0063

　宮崎県体育館　　　1：0985｝24－3975
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⑳
ド
ー
ピ
ン
グ

　
　
　
に
つ
い
て

院

長

阿

久
根

東

郷
町
楽
病
院

広

官

“
蒙

ゴ
匹

　
ド
ー
ピ
ン
グ
と
は
薬
物
な
ど
の
助

け
を
借
り
た
人
工
的
な
｝
段
で
ス
ホ

ー
－
ッ
に
お
け
る
行
動
力
を
高
め
る
こ

レ
三
、
す
．
ソ
ウ
ル
五
輪
…
の
べ
ン
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
選
手
や
旧
東
ド
イ
ツ
の
一

流
選
f
た
ち
が
ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
で

摘
発
さ
れ
失
格
と
な
’
．
た
の
は
こ
存

し
と
思
い
ま
す
．
最
近
で
は
医
学
の

進
歩
に
と
も
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
ド
ー

ピ
ン
グ
使
用
薬
物
が
検
出
で
き
る
よ

う
に
な
’
．
て
き
ま
し
た
．
．
薬
の
種
類

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

　
蛋
白
同
化
ホ
ル
モ
ン
…
筋
力
を
要

求
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
選
手
で

乱
用
さ
れ
〆
、
い
ま
す
　
生
し
て
く
る

副
作
用
は
す
べ
〆
、
重
篤
で
あ
り
、
医

学
的
に
そ
の
使
用
が
価
値
あ
る
と
き

以
外
は
妥
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
去
た
ん
剤
、
か
夙
管
支
拡
張
剤
：
・
エ

フ
ェ
ド
リ
ン
等
が
あ
り
、
総
合
感
冒

薬
等
に
含
ま
れ
ま
す
．
さ
き
ほ
ど
の

ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
”
、
朱
・
丞
r
五
輪
4
、
伊
藤

み
ど
り
選
r
が
風
邪
を
ひ
当
、
、
、
市
販

の
か
ぜ
薬
が
飲
め
な
く
、
困
っ
て
い

た
よ
う
で
す

　
中
枢
神
経
刺
涙
剤
…
こ
の
種
の
薬

に
は
血
管
を
拡
張
さ
せ
げ
、
心
臓
の
働

き
を
増
加
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
．

　
ア
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
（
覚
醒
剤
〕
…

一
流
ス
ホ
ー
ー
ツ
選
r
オ
、
占
取
も
お
お
く

使
わ
れ
る
薬
で
す
．
疲
労
感
が
な
く

な
り
、
判
断
力
が
障
害
さ
れ
て
、
損

傷
の
危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま

す
　
体
の
防
御
機
構
が
働
か
な
く
な

る
た
め
、
と
き
と
し
て
死
亡
の
原
因

と
な
り
ま
す

　
麻
薬
…
モ
”
、
フ
ノ
．
ン
や
こ
れ
に
よ

く
似
た
コ
デ
イ
ン
は
咳
止
め
や
鎮
痛
…

剤
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
血
液
再
輸
血
…
自
分
の
血
液
を
抹

血
保
存
し
、
再
び
自
．
分
に
輸
血
す
る

方
法
で
す
．
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
増
加

　　加
　　「

クう

ほf」’

か動
も

種
ノそ

の
薬

が
あ
り

力

れ

よ
り

「

全
体
ク）

1田．

が酸准　　　　　を　コ

増素里
1　ク．）か

ま吸増

灘
ま
す
が
、
個
人
の
健
康
の
面
か
ら
だ

け
で
な
ノ
＼
あ
ら
ゆ
る
ド
ー
ピ
ン
グ

は
遇
け
る
べ
き
で
す
　
ド
ー
ピ
ン
グ

は
詐
欺
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ゼ
O

．
人
身
事
故
「
0
」
の
町
に
し
よ
う

　
三
月
末
、
県
警
本
部
の
企
画
調
査

官
が
役
場
を
訪
れ
、
東
郷
町
が
一
年

六
月
月
間
交
通
死
亡
事
故
抑
止
の
努

力
に
対
し
県
警
本
部
長
幌
辞
の
伝
遅

が
行
れ
ま
し
た
．
．
町
長
か
ら
感
謝
と

さ
ら
に
抑
止
記
録
を
更
新
す
る
旨
の

決
意
表
明
が
行
れ
ま
し
た
交
通
事

故
は
町
づ
く
り
を
阻
害
し
ま
す
こ

の
機
会
に
全
町
あ
げ
て
心
を
新
た
に

目
的
翼
成
に
御
努
力
を
お
願
い
し
ま

す
．
．　

毎
月
掲
載
の
交
通
安
全
発
生
状
況

を
み
る
と
、
東
郷
町
は
今
月
ま
で
三

牽
月
間
人
身
事
故
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
　
こ
の
臨
状
能
興
起
持
仕
侃
ン
こ
せ
〆
、
い

ン
さ
た
い
ヨ
コ
の
4
、
涛
9
　
た
だ
一
一
心
配
な

の
は
物
損
事
故
に
つ
い
〆
、
は
、
三
十

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

こ
と
は
一
歩
間
違
え
ば
人
身
雅
故
に

孔
与
る
こ
レ
～
ご
切
田
田
心
一
し
て
／
＼
だ
ざ
、
い

　
ま
た
、
県
内
の
三
月
末
死
亡
事
故

は
二
卜
七
人
（
前
年
十
一
人
｝
と
な

∫．

ﾄ
い
げ
、
卜
六
人
の
増
で
す
．
．
事
故

の
原
因
は
酒
酔
運
転
・
信
号
無
視
・

速
度
違
反
・
前
方
不
注
意
・
雁
行
不

履
行
と
運
転
者
の
基
本
ル
ー
ル
無
視

に
よ
る
も
の
で
す
．

　
特
に
夜
間
に
お
け
る
死
亡
事
故
が

多
発
一
二
、
い
！
、
、
詣
倹
間
は
」
緊
要
宣
咀
が

少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
つ
い
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
た
り
主
意
力
が
散
漫
に

な
り
ま
す
．
．
夜
巡
走
行
は
ラ
イ
ト
だ

け
が
頼
り
で
す
．
．
暗
い
道
で
は
ラ
イ

ト
の
照
射
範
囲
で
止
ま
れ
る
よ
う
な

速
度
で
走
行
し
、
危
険
を
ト
分
認
誠

一
一
て
｛
女
全
な
運
転
キ
　
お
願
い
一
“
士
土
9
．
．

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
．
二
月
末
累
計
」

：椎諸北西南東門．日
v：葉…下郷郷郷郷円円
@村．村村村村町町市
　　　　　　　　件79　　0　　1　　2　　0　　1　．0　　11　64

数人

　　　　　1Q　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　1
死身
ﾒ事

94…O　　O　　O　　O　　O　　O　　l2

傷
故
者

533　17　1し〕1〔［8　4：30．83371 事物
ﾌ損

死
者

県全
内国

七
人

ノ　、

人

ト
ラ
．
ク
の
風
に
逆
ら
ひ
老
　
人
白

覇
収
り
に
カ
…
ト
拍
し
豹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
．
－
　
．
＼
　
　
、
γ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
n
イ
几
ノ
～

夕
近
く
か
す
か
に
暗
み
対
岸
の
友
住

む
あ
た
り
燈
の
灯
り
阻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

や
ぶ
椿
深
山
の
し
げ
み
に
赤
く
轡
え

は
じ
ら
い
秘
め
し
少
女
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌃
案
u
目
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
弓
・
ゾ
不
　
．

弟
の
逝
き
て
空
き
家
と
な
り
し
庭
に

枝
張
り
凱
燭
〆
あ
庭
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

春
雨
の
降
る
朝
の
道
登
校
の
．
士
ら
が

く
る
く
る
傘
ま
．
わ
し
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

か
ね
て
よ
り
願
か
け
た
る
権
現
山
の

ぼ
り
得
て
わ
が
健
脚
う
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

吹
き
荒
る
る
春
一
番
に
梅
の
花
風
に

さ
そ
は
れ
空
高
く
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ロ
リ
　
コ
ヘ
ヨ
ニ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
オ
匡
竹

白
梅
の
散
り
敷
く
墓
地
に
ぬ
か
づ
き

’
、
金
婚
式
を
義
父
に
か
た
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

夕
迫
り
夕
餉
待
つ
間
を
ベ
ラ
ン
ダ
に

出
す
れ
ば
木
蓮
初
花
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
料
卜
．
キ
ミ
エ

春
雨
に
け
ふ
り
て
そ
び
ゆ
三
岳
霧
た

ち
こ
め
て
一
す
ト
し
の
砒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
も
ナ
　
　
ニ
ユ
　
コ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
穿
ト
」
一
4
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寧團羨
慕

回’

つ6」

犬
の
登
録
と

　　

克
ﾋ

■

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
後
九
卜

　
目
以
し
の
犬
の
所
有
者
は
毎
年
一

回
登
録
を
し
、
犬
に
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
本
年
度
の
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

を
五
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二

卜
八
日
、
二
十
九
日
に
各
地
区
で
実

施
し
ま
す
の
で
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
生
活

課
環
境
衛
生
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
．
．

育
英
資
金

　　

ﾝ
与
生
募
集

　
宮
崎
県
は
、
向
学
心
に
富
み
、
優

れ
た
素
質
を
有
す
る
学
生
又
は
生
徒

で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
も
の
に
対
し
、
育
英
資

金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
四
年
度
の
育
英
資

金
貸
与
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
．
．▽

申
請
資
格

　
今
春
新
た
に
高
校
又
は
大
学
に

　
入
学
す
る
学
生
・
生
徒

▽
貸
与
月
額

　
公
立
高
校

　
私
立
高
校

国
公
立
大
学

　
私
立
大
学

▽
申
込
期
限

警
1

円円円円

平
成
4
年
5
月
1
5
日
㈲

▽
問
い
合
せ

　
県
教
育
庁
学
校
教
育
課
庶
務
係

身
体
障
害
者

　　

ч
�
樺
k

　
平
成
4
年
度
は
次
に
よ
り
身
体
障

害
者
の
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

6
月
1
1
日
痢

7
月
9
日
凶

9
月
2
4
日
伽

11

獅
P
2
日
荊

1
月
1
4
日
湘

2
月
2
5
日
凶

延
岡
市

椎
葉
村

延
岡
市

北
郷
村

日
向
市

延
岡
市

　
巡
回
相
談
は
予
約
制
に
な
　
．
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
幅
祉
生
活
課

福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
一

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
一
期

目
　
　
納
期
は
i
月
一
日
ま
で

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
．
、

▽
日
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

『
ー
翌
翌
ー
ー
野
望
ー
要
望
ー
ー
ー
ー
」

■
般
寄
付

　　　　　　　口　　　　　　o　　　　　o　　　　口　　　　o　　　口　　o　ロロ

町
報
「
と
う
こ
う
」

の
編
集
は
総
務
課

に
変
わ
り
ま
し
た

　
町
報
の
編
集
は
従
来
企
画
財
政
課
　

｝が

S
当
・
イ
、
い
ま
し
た
が
、
平
成
且

q
年
度
よ
り
総
務
課
情
報
係
が
担
当
す
’
O

　
・
こ
・
に
言
ま
し
た
・
　
｛

　
情
報
係
は
今
年
度
よ
り
新
し
く
設
口

｛
置
・
れ
た
係
で
、
主
な
業
務
・
し
二

了
報
の
編
集
ン
・
、
八
了
年
＋
・
百
誌

ロ
り
開
局
予
定
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
を
口

了
い
た
し
ま
す
．
一
　
　
　

O
　
地
域
で
あ
っ
た
楽
し
い
、
ホ
ッ
ト
ロ

7
題
・
お
待
ち
・
三
・
す
⊥

　
・
た
情
報
に
関
す
る
意
見
．
要
町

O
も
た
く
さ
ん
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
、
　
O

　
・
れ
か
宝
う
し
砦
願
い
し
ま
　

O
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

『
ー
ー
ー
ー
西
面
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
』

　　　　　　q　　　　　o　　　　o　　　o　　　9　　口　oo

　
迫
野
内
桜
親
子
会
の
皆
さ
ん
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
小
野
田
の
田
中
都
子
さ
ん
か
ら

　
（
壽
さ
ん
・
5
8
才
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
寺
原
辰
子
さ
ん
か
ら

　
（
元
治
さ
ん
・
7
4
才
ご
逝
去
）

◎
聖
賢
の
糸
平
弘
文
さ
ん
か
ら

　
（
己
代
治
さ
ん
・
8
6
才
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
小
山
幸
男
さ
ん
か
ら

　
（
卓
也
さ
ん
・
7
4
才
ご
逝
去
）

◎
田
野
の
稲
出
キ
ク
エ
さ
ん
か
ら

　
（
黒
田
光
男
さ
ん
・
5
0
オ
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
長
渡
笹
栄
さ
ん
か
ら

　
〔
正
美
さ
ん
・
6
0
才
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
若
藤
虎
一
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
ル
エ
さ
ん
・
7
6
才
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
寺
原
晴
さ
ん
か
ら

　
（
百
合
子
さ
ん
・
8
0
才
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
青
柳
浅
江
さ
ん
か
ら

　
（
貞
治
さ
ん
・
6
7
才
ご
逝
去
）

遮
再
訂
簿
葦

「．

D互

@
．
　
　
彗
．
．
ご

（
三
月
届
出
分
）

伊：山溝．上1赤

藤…本・鵡
…大！絢副ん

愛：鱈魂

。…憲…良幣

．昭市広1名

八；寺：寺小「住

重：：野
原：迫：迫…田所

出

生

お

め

で

ζ
つ

（
国
保
加
入
の
与
は
、
育
児
手
当
金

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
〕

結
　
婚
お
幸
せ
に

　　　　　　　　　　　　　
諜…矯鱗鷲…顎∵

祥信．昭勝俊さ克轍認
　　　太　　　お　　　の　亡
子幸薫郎代彦　り彦紀光　り大…

住
　
所

坪
　
谷

高
千
穂

小
野
田

日
向
市

鶴
野
内

日
向
市

仲
　
深

日
向
市

小
野
田

横
浜
市

寺
　
迫

日
向
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

青…寺黒．長靴畑：若：結厩柳原；木…渡…田i山中藤…平．原1　…　　　　I　　i

戊ﾕ：舗壽；空．1函名

　　　　　1U7…80…72．・4…・・…74158…76…86…・4…年歳歳…臓歳…歳．轍…歳．韓

垂；講細錨舞…叫住原！内内瀬野．田…田．内．瀬．田i所
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